
退
職
・
採
用
等

み
な
み
野
分
館

退
職
（
令
和
7
年
8
月
）

臨
時
業
務
員　

石
井　

時
子

採
用
（
令
和
7
年
9
月
）

臨
時
業
務
員　

山
田　

直
美
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由
井
市
民
セ
ン
タ
ー

事
務
室
だ
よ
り

み
な
み
野
分
館
ま
つ
り

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
の

交
流
会

（
①
②
③
祝
祭
日
は
お
休
み
）

　

令
和
８
年
が
明
け
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お

揃
い
で
幸
多
き
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

今
年
も
、
元
気
で
明
る
く
由
井

市
民
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
60
年
に
一
度
の

干
支
「
丙
午
」
で
す
。

　

「
丙
午
」
と
は
、
干
支
の
組
み

合
わ
せ
の
43
番
目
に
あ
た
り
、
十

干
の
「
丙
（
ひ
の
え
）
」
と
十
二

支
の
「
午
（
う
ま
）
」
が
組
み
合

わ
さ
っ
た
年
を
指
し
ま
す
。

「
丙
」
と
「
午
」
ど
ち
ら
も
火
の

性
質
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
丙
午
は

火
の
力
を
象
徴
す
る
年
と
さ
れ
ま

す
。

　

現
代
で
は
、
誰
も
信
じ
て
い
な

い
こ
と
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
八

百
屋
お
七
の
逸
話
か
ら
「
丙
午
生

ま
れ
の
女
性
は
気
性
が
荒
く
夫
の

寿
命
を
縮
め
る
」
と
い
っ
た
迷
信

が
広
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
迷
信
は

長
く
残
り
、
１
９
６
６
年
（
昭
和

41
年
）
の
丙
午
は
生
み
控
え
で
出

生
数
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
江
戸
時
代
の

初
期
に
あ
っ
た
「
丙
午
の
年
は
火

事
が
多
い
」
と
い
う
迷
信
と
、
天

和
３
年
（
１
６
８
３
年
）
に
火
あ

ぶ
り
の
刑
に
処
さ
れ
た
八
百
屋
お

七
の
事
件
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
異
常
気
象
で
季
節
の
二

極
化
が
進
み
、
寒
さ
の
厳
し
さ
が

身
に
し
み
て
暖
房
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
火
災
に
は
細
心
の
注
意
を
払

い
、
こ
の
冬
も
元
気
に
過
ご
せ
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

追
録
：
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
と
き
（
12
月
20
日
時
点
…
間
も

な
く
冬
至
）
に
、「
日
日
是
好

日
」
・
「
好
日
日
記
」
の
二
冊
を

読
み
、
二
冊
の
内
容
で
あ
る
日
本

伝
統
の
〝
茶
事
〞
の
道
具
や
作
法

と
所
作
が
二
十
四
節
気
に
由
来
し

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も

〝
お
も
て
な
し
の
心
〞
と
客
人
の

「
感
謝
の
心
」
を
所
作
（
作
法
）

を
通
し
て
伝
え
る
、
精
神
的
な
交

流
を
重
ん
じ
る
総
合
芸
術
、
文
化

活
動
と
教
え
ら
れ
よ
り
深
く
感
動

し
ま
し
た
。

　

〝
茶
事
〞
に
拘
わ
ら
ず
、
今
年

は
「
小
寒
、
大
寒
」
を
体
感
し
な

が
ら
、
立
春
、
雨
水
と
移
ろ
い
ゆ

く
二
十
四
節
気
を
、
し
み
じ
み
と

肌
身
に
観
じ
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
？　

今
年
も
元
気
で
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

由
井
西
部
地
域
住
民
協
議
会

会
長　

田
中　

泰
慶

お正月（第３４回由井市民センターまつり手芸作品）

囲碁大会

お正月（第３４回由井市民センターまつり手芸作品）

　

11
月
８
日
、
９
日
に
『
み
な
み

野
分
館
ま
つ
り
』
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

分
館
利
用
者
と
地
域
皆
様
に
よ

る
『
文
化
作
品
展
』
は
見
ご
た
え

の
あ
る
作
品
が
並
び
、
来
場
者
を

喜
ば
せ
て
お
り
、
人
気
の
め
か
ご

教
室
に
も
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。
宇
津
貫
み
ど
り
の
会

と
東
南
部
地
区
環
境
市
民
会
議
の

展
示
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　

初
日
に
は
日
頃
よ
り
腕
を
磨
い

た
方
た
ち
に
よ
る
『
囲
碁
大
会
』

と
『
輪
投
げ
大
会
』
が
白
熱
し
た

様
子
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
み
な
み
野
循
環
器
病
院
循

環
器
内
科
の
川
田
健
太
郎
医
師
に

よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
成
果
発
表
会
で
は
ダ

ン
ス
、
詩
吟
、
朗
読
、
演
奏
な
ど

多
種
多
様
な
催
し
物
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
に
近
隣
企
業
の

共
催
で
大
抽
選
会
を
行
い
大
変
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
し
た
多
く

の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

宇津貫みどりの会

成果発表（栃谷戸クラブ　民踊の会） 書道を楽しむ会

輪投げ大会

①
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
会（
体
育
室
）

・
毎
月
第
1
・
第
3
月
曜
日

・
午
後
3
時
〜
7
時
30
分
ま
で

（
何
時
か
ら
で
も
参
加
可
能
で

す
）

・
参
加
費
大
人
3
0
0
円
、
小
学

生
1
0
0
円 

・
持
ち
物　

運
動
靴
（
上
履
き
）

　
　
　
　
　

ラ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　

（
持
参
で
き
る
方
）

・
講
師　

八
王
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
連
盟
事
務
局
長

　

木
村
敏
子
氏
（
日
本
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
公
認
2
級
指
導
員
）

他
②
卓
球
交
流
会
（
体
育
室
）

・
毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日

・
午
後
3
時
〜
5
時
ま
で
（
何
時

か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
）

・
参
加
費
大
人
3
0
0
円
、
小
学

生
1
0
0
円

・
持
ち
物　

運
動
靴
（
上
履
き
）

　
　
　
　
　

ラ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　

（
持
参
で
き
る
方
）

・
講
師　

特
定
の
指
導
員
は
い
ま

せ
ん

③
サ
ロ
ン・カ
ラ
オ
ケ（
2
階
和
室
）

・
毎
月
第
1
・
第
3
土
曜
日
及
び

第
2
・
第
4
日
曜
日

・
午
後
1
時
〜
5
時
ま
で
（
何
時

か
ら
で
も
参
加
可
能
で
す
）

・
参
加
費
1
人
5
0
0
円

・
講
師　

特
定
の
指
導
員
は
い
ま

せ
ん

④
ゆ
が
み
改
善
体
操（
2
階
和
室
1・2
）

・
毎
月
第
2
・
第
4
水
曜
日

・
午
後
2
時
か
ら
1
時
間
程
度

・
参
加
費
1
人
5
0
0
円

・
持
ち
物　

軽
い
運
動
の
で
き
る

服
装
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補

給
飲
料

・
講
師　

八
王
子
市
み
ず
き
通
り

整
体
院
院
長

　
コ
ン
デ
ィ
シ
ョニ
ン
グ
ト
レ
ー
ナ
ー

　

金
近
道
純
氏

各
交
流
会
に
参
加
す
る
に
は・・・

市
民
セ
ン
タ
ー
受
付
窓
口
に
て
参

加
費
を
支
払
い
会
場
へ
ど
う
ぞ
‼
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福

祉

講

演

会

芸

能

大

会

多

様

な

催

し

「
由
井
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
」御
礼
の
ご

挨
拶

　

厳
冬
の
候
、
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
か
ら
由
井
市
民
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
、
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
25
日
・
26
日

に
開
催
い
た
し
ま
し
た

「
第
34
回 

由
井
市
民
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
」
の
実
行
委

員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
、
片
倉
町
会

長
の
塚
本
信
孝
で
す
。

　

伊
藤
祥
広
都
議
会
議
員

を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の

方
々
の
ご
列
席
を
賜
り
、

ま
た
会
場
に
は
連
日
多
く

の
方
々
に
ご
来
館
を
頂

き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
の
企

画
・
運
営
を
行
い
ま
し
た

委
員
の
方
は
、
町
会
・
自

治
会
等
の
役
員
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
各
町

会
・
自
治
会
の
役
員
の
入
れ
替
わ

り
も
あ
り
、
経
験
者
が
少
な
い
中

約
４
ヶ
月
前
か
ら
、
運
営
委
員

会
・
実
行
委
員
会
・
各
部
会
を
開

催
し
、
各
委
員
が
真
剣
に
検
討
・

準
備
を
進
め
、
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
頂
き
、
例
年
の
規
模
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

福
祉
講
演
会
・
輪
投
げ
競
技
大

会
、
サ
ー
ク
ル
活
動
等
の
発
表
の

場
で
も
あ
り
ま
す
芸
能
大
会
、
作

品
展
で
は
秀
作
ぞ
ろ
い
の
作
品
を

出
展
し
て
頂
き
、
館
内
を
華
や
か

に
盛
り
た
て
て
頂
き
、
ま
た
館
外

で
は
、
模
擬
店
・
展
示
会
等
が
開

催
さ
れ
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
初
宿
市
長
と
の
「
市

民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

も
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

の
人
々
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
個
々

や
団
体
の
活
動
等
を
広
げ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
場
所
と
し

て
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
各
活
動
を
通
じ
て
、
地
域

の
絆
を
よ
り
一
層
深
め
て
参
り
ま

す
。

　

今
後
も
皆
様
の
ご
意
見
を
積
極

的
に
取
込
み
、
企
画
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
好
評
の
う
ち
に
終
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
を
、
近
隣

の
方
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に
ご

参
加
を
頂
い
た
皆
様
に
、
厚
く
感

謝
し
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

酷
寒
の
折
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
ど
う
ぞ
健
や
か
に
春

を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

令
和
８
年
１
月
吉
日

第
34
回 

由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

実
行
委
員
長  

塚
本 

信
孝

　

10
月
26
日
午
後
「
令
和
7
年
度

第
34
回
由
井
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
」
の
開
催
に
併
せ
て
初
宿
市
長

が
直
接
市
民
と
意
見
交
換
を
行
う

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
由
井
市
民
セ

ン
タ
ー
調
理
室
で
開
催
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
、
市
政
に
対
す
る

ご
意
見
や
ご
提
案
な
ど
を
市
民
に

直
接
お
伝
え
で
き
る
貴
重
な
場
と

い
う
こ
と
で
会
場
は
満
杯
、
熱
気

に
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

　

10
月
26
日
午
前
、
八
王
子
市
成

人
保
険
課
南
大
沢
保
険
福
祉
セ
ン

タ
ー　

保
健
師　

大
道
寺　

康
平

氏
を
講
師
に
迎
え
、
福
祉
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
「
100
歳
ま
で

笑
顔
で
、
今
日
か
ら
始
め
る
フ
レ

イ
ル
予
防
」
に
つ
い
て
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
フ
レ
イ

ル
」
と
は
年
齢
と
と
も
に
心
身
の

活
力
が
低
下
し
、
健
康
と
要
介
護

の
中
間
状
態
で
す
。
フ
レ
イ
ル
の

う
ち
で
あ
れ
ば
、
健
康
な
状
態
に

戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
早
く

フ
レ
イ
ル
の
状
態
に
気
づ
き
、
予

防
・
対
策
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

講師の話を熱心に聴講

琴・ヴァイオリン演奏

和太鼓

高齢者何でも相談

小物販売（図書室）

軽食コーナー（屋外）

とんとんむかし話

習字

軽食コーナー（調理室）

輪投げ大会

お茶体験

おもちゃの病院（屋外）

フラダンス 日本舞踊

オーケストラ ギター弾き語り

初
宿
市
長
と
の
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
を
開
催


